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【提出日】平成23年3月24日(2011.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のオピオイドアンタゴニストを含む、被験者における内皮細胞の正常でない遊走
および／または増殖を特徴とする疾患を治療するための医薬組成物。
【請求項２】
　前記内皮細胞が血管内皮細胞である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記オピオイドアンタゴニストが末梢性オピオイドアンタゴニストである、請求項１記
載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記疾患が正常でない血管形成である、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記疾患が癌である、請求項４記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記有効量が、前記被験者が持続的に少なくとも１週間、少なくとも２週間、少なくと
も３週間、好ましくは少なくとも４週間前記オピオイドアンタゴニストの有効な循環血の
血漿レベルを有するような量である、請求項５記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記被験者に共投与される抗癌剤を含んでもよい、請求項５記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記抗癌剤が抗血管新生剤である、請求項７記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記抗血管新生剤が抗ＶＥＧＦモノクローナル抗体である、請求項８記載の医薬組成物
。
【請求項１０】
　前記疾患が糖尿病である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記疾患が鎌状赤血球貧血である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記疾患が血管損傷である、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記疾患が正常でない眼の血管新生である、請求項４記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記疾患が増殖性網膜症である、請求項１３記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記オピオイドアンタゴニストが末梢性オピオイドアンタゴニストである、請求項４記
載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記被験者がオピオイド治療の併用を受けている、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記被験者がオピオイド治療の併用を受けていない、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記被験者が慢性的オピオイド治療の併用を受けている、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項１９】
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　前記被験者がオピオイド治療の併用を受けていない、請求項２記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記オピオイドアンタゴニストが第四級のもしくは第三級のモルフィナン誘導体、ピペ
リジン－Ｎ－アルキルカルボキシラートおよび第四級のベンゾモルファンからなる群より
選択される、請求項３記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　内皮細胞における、ＶＥＧＦ活性または外因性オピオイド誘導性の細胞遊走および／ま
たは増殖、あるいはＲｈｏＡ活性化を阻害する医薬を製造するためのオピオイドアンタゴ
ニストの使用。
【請求項２２】
　癌細胞の遊走および／または増殖を減弱させる量のオピオイドアンタゴニストが前記医
薬の製造に使用される、請求項２１記載の使用。
【請求項２３】
　医療介入の時点でオピオイドアンタゴニストが用いられており、前記医療介入後の癌ま
たは腫瘍の再発リスクを低減させる医薬を製造するためのオピオイドアンタゴニストの使
用。
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